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　家康が亡くなられた元和二年（１６１６）の翌年１２月に秀忠によって久能山
東照宮は完成した。それから５０年毎といわれる彫刻の塗替えなどの整備を繰り
返し、３年前に完了した整備で、二条城を手がけた徳川幕府の大工棟梁中井大和
守正清（１５６５～１６１９年）が久能山東照宮造立にかかわったことが判明し、
平成２２年１２月２４日建物としては静岡県で初めて国宝に指定された。（水上博）

久能山東照宮 国宝の社殿／手前から拝殿・石の間・本殿
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取
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こ
の
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を
果
た

し
て
行
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。
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な
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て
お
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ま
す
。
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取
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と
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ま

す
。
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平
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岡
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総
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０
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催
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。
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岡
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岡
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兼
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ラ
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ラ
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地
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同
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図
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心
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す
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又
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つ
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安
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行
政
と
と
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総
会
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れ
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表
彰
16
人
、
役
員
協
力
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の
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わ
せ
て
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の
方
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そ
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彰
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。
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回
に
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会
員
の
連
帯
を
深

め
、
仲
間
づ
く
り
を
進
め
よ
う
」
の
目
標
な
ど
を
提
案

ど
お
り
採
択
し
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服
部
富
士
男
新
会
長
を
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出
し
て
総

会
は
閉
会
し
ま
し
た
。（
水
上
博
）

区　分
功労者数

小計 協力者 優良クラブ 合計
10年 5年

葵　区 11人 2人 13人 − − 13人
駿河区 3人 2人 5人 − − 5人
清水区 17人 12人 29人 2人 − 31人
事務局 − − − − − −
合　計 31人 16人 47人 2人 − 49人
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　６月２6 日（水）午前９時３０分から静岡市中央体育館において、
清水区支部主管により開催されました。 当日の参加は、葵区２６チ
ーム、駿河区２７チーム、清水区４２チーム、合計９５チームで 選
手５５０人が出場しました。 外は雨でしたが、館内では、各チーム
の熱戦が繰り広げられました。 大会の結果は次のとおりです。
　なお、１位２２０点、２位２１９点と僅差でした。（辻幹夫）

静 岡 市 老 人 ク ラ ブ 連 合 会

輪 投 げ 大 会 開 催

順　位 区 学地区 チーム名
優　勝 葵　区 美　和 　美寿々会Ａ
準優勝 清水区 江　尻 　江尻Ａ
第３位 清水区 蒲　原 　蒲原新田Ａ
第３位 駿河区 長田東 　丸子新田Ａ
敢闘賞 駿河区 中　田 　福寿会
同 駿河区 南　部 　仲好会Ａ
同 葵　区 西　奈 　草の実会Ａ
同 葵　区 麻　機 　麻丘チ－ムＡ

第９回 

大 会 結 果
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　5 月 21 日（火）静岡市中央体育館にて 75 チーム
が熱戦を展開。なお、上位 27 チームが 6 月 26 日（水）
の市老連輪投げ大会に出場しました。（鈴木健仁）

順　位 クラブ名 学地区
優　勝 芦寿会Ａ 美　和
準優勝 松美会Ａ 美　和
第 3位 一寿会Ａ 一番町
第 3位 草の実会Ａ 西　奈
第 5位 上新楽友クラブＡ 田　町
第 5位 千寿会Ａ 美　和
第 5位 平和緑寿会 井　宮
第 5位 瀬名中央むつみ会Ａ 西　奈

大 会 結 果

◎大会を前に一週間続けて練習をしたら贅肉が落ちた。
　これからも絶対続けたい。（女性）
◎変な投げ方でも輪が入るときは入るものだ（男性）
◎親睦が深まった（女性）
◎年寄りの運動に最適で、続けてやれそう。（男性）

◎一回戦の得点表に予め対戦相手が明記され、
　競技の流れが良くなった。

常勝 麻丘クラブ 敗れる！

初めて大会に参加して

葵 区 支 部  輪 投 げ 大 会第9回

計算係をして

優勝した芦寿会Ａチームの皆さん
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大 会 結 果

優　勝

恵比寿会い組 長田西学区
丸子新田Ａ 長田東学区
有東寿楽会Ａ 富士見学区
登呂１丁目楽友会Ｃ 富士見学区

準優勝

向敷地第２向寿会Ｂ 長田北学区
仲好会Ａ 南部学区
福寿会 中田学区
有東楽寿会Ｂ 富士見学区

駿 河 区 支 部  輪 投 げ 大 会第9回

開催日　平成25年5月15日（水）
会　場　静岡市中央体育館
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　五月晴れのもと、開会式に続き、男女それぞれ 6 人
1 組の１６コートにわかれて、1 回戦を開始し、昼の
休憩後、2 回戦から決勝戦まで４試合が行われました。
　日中気温が２５度を超えて暑さを感じる中、選手は、
試合に集中し、プレーをしていました。なお、実行委
員には早朝のコート準備から、審判員まで担当され、
ご苦労様でした。（辻幹夫）

第 4 回 清水区支部クロッケー大会
開催日 平成 25 年 5 月 21 日（火）9 時 50 分開会
会　場 清水総合運動場陸上競技場
参加者 20 地区：選手 200 名　役員委員 60 名

男性 氏名 地区 女性 氏名 地区
1位 久保田哲之 袖師 1位 桑山　綾子 有度
2位 長滝　鉄也 蒲原 2位 大木きの江 小島
3位 太田原　勇 高部 3位 望月紀代子 袖師
4位 小杉　明士 袖師 4位 出田セツ子 駒越
5位 鶴橋　一男 飯田 5位 斉藤外志美 岡
6位 伊東　忠臓 入江 6位 松本　絹子 入江

深澤　嘉子 93歳 飯田地区
望月鐘太郎 91歳 庵原地区
乾　　友子 91歳 庵原地区

90歳以上記念メダル授与

大 会 結 果



（8）第 17 号市 老 連 だ よ り平成 25 年 7 月発行

私たちは静岡市老人クラブ 連 合 会 の 活 動 を 応 援 し て い ま す

　誰もがはじめての第一回大会であったが、人
生経験豊かな集団故に運営は手際よかった。
　感動したのは、高齢者の熱心なプレーの姿に
親睦と体力づくりの有益を感じ、次回の更なる
魅力ある大会が期待された。（鈴木健仁）

　松富スポーツ広場で 7 月 2 日（火）「駿河
区支部第一回グラウンドゴルフ大会」が開催
されました。参加者は、協調・協力の精神に
則り、高齢者生きがいと健康づくりをめざし
て、和気あいあいとプレーを楽しみスコアを
競い合いました。
　会員同士の友好・交流の場を広げることが
出来ました。（長島榮二）

優　勝 薮田　　勝（服　織）
準優勝 藤巻　定男（千代田）
第３位 大村　昭男（安　東）

優　勝 小泉　光江（梅ヶ島）
準優勝 市川　朝子（西　奈）
第３位 内山と代子（竜　南）

初代覇者は誰か !

男

性

優　勝 下平　辰平（中　島）
準優勝 鈴木　直行（中　島）
第３位 青木　英一（長田東）

男

性

女

性

優　勝 川村由紀子（長田東）
準優勝 加藤ふじ子（大　谷）
第３位 小野百合子（中　島）

女

性

葵区支部・駿河区支部グラウンドゴルフ大会第 1 回
日時／平成 25 年 7 月 2 日（火）　会場／松富スポーツ広場　主催／一般社団法人静岡市老人クラブ連合会　協力／静岡市グラウンドゴルフ協会

参加者約 300 名
葵区支部

駿河区支部
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当
地
区
に
は
、
旧
幕
臣
の
山
岡
鉄
舟
が
再
興
し
た
古

刹
、
鉄
舟
寺
、
天
然
記
念
物
の
大
蘇
鉄
、
高
山
樗
牛
ゆ

か
り
の
龍
華
寺
が
あ
り
、
近
く
に
清
水
区
総
合
運
動
場

が
あ
り
ま
す
。
昭
和
三
十
七
年
に
は
村
松
中
に
第
一
・

第
二
の
単
位
老
人
ク
ラ
ブ
が
あ
り
、
先
輩
会
員
の
努
力

に
よ
り
、
活
発
な
活
動
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

平
成
十
一
年
度
に
合
併
し
て
、
旧
会
名
の
「
和
」
を

重
ん
じ
る
に
「
朗
」
ら
か
を
合
わ
せ
て
、「
村
松
中
和

朗
会
」
と
し
て
再

発
足
し
、
和
気
あ

い
あ
い
、
明
る
く

を
モ
ッ
ト
ー
に
し

て
き
ま
し
た
。
会

則
を
改
定
し
、
総

会
で
、
年
間
の
行

事
計
画
等
を
決

め
、
毎
月
の
定
例

会
で
行
事
実
施
状

況
の
確
認
と
計
画

の
取
り
組
み
な
ど

を
検
討
し
、
会
員

へ
の
周
知
と
気
軽

な
参
加
を
心
掛
け

て
い
ま
す
。

　

会
員
は
五
十
六

人
で
、
地
区
体
育

部
の
ク
ロ
ッ
ケ
ー
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
、
輪
投
げ
、

ペ
タ
ン
ク
へ
積
極
的
に
参
加
し
て
会
員
が
お
互
い
に
協

力
し
、
プ
レ
ー
と
会
話
を
楽
し
み
な
が
ら
、
健
康
維
持

に
努
め
て
い
ま
す
。
な
お
、
石
川
県
で
行
わ
れ
た
ね
ん

り
ん
ピ
ッ
ク
２
０
１
０
の
ペ
タ
ン
ク
大
会
へ
静
岡
市
代

表
と
し
て
二
名
が
出
場
し
ま
し
た
。

　

ス
ポ
ー
ツ
の
ほ
か
に
は
合
唱
の
練
習
を
、
女
性
は
毎

月
の
カ
ナ
リ
ヤ
会
で
指
導
者
の
も
と
、
み
ん
な
で
元
気

よ
く
声
を
出
し
、
男
性
は
総
会
前
に
十
人
位
で
ア
レ
コ

レ
言
い
な
が
ら
新
曲
に
挑
戦
し
て
い
ま
す
。

　

行
事
と
し
て
親
睦
旅
行
、
新
年
会
、
清
掃
奉
仕
、
会

報
発
行
の
ほ
か
、
地
域
開
催
行
事
へ
極
力
参
加
を
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
高
齢
化
に
伴
う
運
営
方
法
と
新
規

入
会
に
つ
い
て
も
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

《
清
水
区
》

村
松
中
和
朗
会
の
活
動

　
　
　
　
不
二
見
地
区
　
村
松
中
和
朗
会
　
辻
　
幹
夫
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私
た
ち
、
産
女
産
寿
会
は
毎
月
第
１
日
曜
日
と
第
3

火
曜
日
の
月
2
回
、
午
後
1
時
よ
り
つ
ど
い
の
家
の
あ

る
公
民
館
で
行
い
ま
す
。
内
容
は
前
月
の
行
動
行
事
の

こ
と
に
つ
い
て
反
省
と
話
し
合
い
が
主
で
す
。
毎
月
毎

回
出
席
さ
れ
る
方
は
25
名
程
度
で
す
。
欠
席
さ
れ
る
人

は
急
用
と
か
疾
患
の
人
で
す
。
産
寿
会
と
し
て
も
会
員

一
人
一
人
の
健
康
を
第
一
に
無
理
の
な
い
運
動
を
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

最
近
町
内
を
歩
い
て
い
る
と
会
社
を
定
年
退
職
さ
れ

た
人
が
ち
ら
ほ
ら
見
ら
れ
ま
す
。
声
を
掛
け
て
み
ま

す
。
こ
の
4
月
か
ら
老
人
ク
ラ
ブ
か
ら
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

と
改
称
し
、
新
た
な
気
持
ち
で
シ
ニ
ア

ク
ラ
ブ
の
良
さ
を
ア
ピ
ー
ル
し
ま
す
。

入
会
の
す
す
め
を
所
か
ま
わ
ず
し
て
い
ま
す
。
ま
た
入

会
後
の
楽
し
さ
を
実
感
し
て
も
ら
う
よ
う
に
努
力
致
し

ま
す
。

　

ま
た
産
寿
会
が
年
間
に
行
う
行
事
一
部
を
紹
介
し
ま

す
。
第
一
に
会
員
全
員
の
健
康
で
す
。
市
の
福
祉
の
方

の
協
力
で
健
康
体
操
か
ら
ヨ
ガ
、
血
圧
測
定
な
ど
良
い

こ
と
悪
い
こ
と
い
ろ
い
ろ
話
を
し
て
も
ら
い
ま
す
。
大

変
良
い
勉
強
に
な
り
た
め
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は

高
齢
者
の
人
た
ち
に
も
進
ん
で
参
加
し
て
も
ら
え
る
よ

う
な
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
等
も
行
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
現

在
は
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
と
輪
投
げ
が
主
流
で
す
。
楽

し
く
体
に
良
い
こ
と
は
、
な
ん
で
も
取
り
入
れ
て
行
き

ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
は
次
世
代
の
人
た
ち
と
の
交
流
を
主
に
考

え
る
こ
と
が
多
く
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
幼
稚
園
小
学

校
の
子
供
た
ち
と
の
交
流
を
深

め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

現
在
年
間
に
4
回
く
ら
い
行
っ

て
い
ま
す
が
、
若
い
力
を
も
ら

い
ま
す
。
ふ
れ
あ
い
交
流
は
毎

年
や
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

地
元
自
治
会
と
の
協
力
で
交

通
事
故
ゼ
ロ
運
動
も
展
開
し
て

い
ま
す
。
奇
数
月
に
月
3
日
ほ

ど
道
路
に
出
て
啓
発
活
動
を
行

い
ま
す
。
事
故
を
減
ら
す
の
は

人
々
の
願
い
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
地
域
の
た
め
人

の
た
め
に
皆
で
知
恵
を
出
し
合

っ
て
無
理
の
な
い
活
動
を
し
て

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

《
葵
区
》

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
活
動
紹
介

　
南
藁
科
学
区
　
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
産
女
産
寿
会
　
堀
内
　
釼
次
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住
め
ば
都
と
よ
く
言
い
伝
え
が
あ
り
ま
す
。
長
年
住

み
慣
れ
た
田
舎
町
で
も
多
少
の
不
便
さ
を
感
じ
て
も
安

心
し
て
暮
ら
す
こ
と
の
出
来
る
地
域
の
環
境
が
、
高
齢

者
と
な
っ
た
今
日
は
居
住
す
る
人
々
と
の
心
を
繋
ぐ
一

言
の
会
話
が
大
き
な
安
心
感
を
築
く
一
歩
と
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
こ
で
我
が
町
向
敷
地
の
地
域
の
史
跡
を
紹
介

し
ま
し
ょ
う
。

　

地
元
町
内
か
ら
静
岡
駅
ま
で
約
4
㎞
地
点
で
あ
り
ま

す
。
安
倍
川
橋
西
側
よ
り
上
流
に
位
置
し
て
河
川
敷
ス

ポ
ー
ツ
広
場
も
多
面
に
分
離
さ
れ
て
「
9
ブ
ロ
ッ
ク
」

に
な
っ
て
い
ま
す
。
緑
地
公
園
も
あ
っ
て
向
敷
地
の
玄

関
口
で
も
あ
り
ま
す
。
毎
日
の
家
族
連
れ
や
運
動
す
る

に
は
、
恵
ま
れ
た
絶
好
の
場
所
で
も
あ
り
ま
す
。
土
地

柄
と
し
て
中
心
に
願
う
の
は
、
由
緒
あ
る
名
所
の
ひ
と

つ
に
、
徳
願
寺
山
で
標
高
３
５
１
メ
ー
ト
ル
の
山
間
地

が
あ
り
山
里
の
中
腹
に
歴
史
に
残
っ
て
い
る
。
立
派
な

お
寺
が
あ
り
今
川
氏
親
の
母
、
北
川
殿
菩
提
寺
で
あ
り

ま
す
。
な
お
、
本
堂
の
正
面
に
歩
む
と
左
側
の
ち
ょ
っ

と
離
れ
た
場
所
に
座
禅
堂
が
あ
っ
て
精
神
修
行
に
最
適

で
あ
り
、
特
に
新
入
社
員
の
研
修
に
利
用
さ
れ
て
い
る

よ
う
で
す
。
座
禅
堂
設
備
と
し
て
40
名
が
可
能
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

な
お
、
地
元
の
有
志
の
方
々
の
努
力
に
よ
り
導
か
れ

た
高
台
を
「
丸
山
」
と
申
し
て
、
高
台
か
ら
静
岡
市
街

地
を
眼
下
に
見
る
景
観
は
素
晴
ら
し
く
、
晩
秋
か
ら
早

春
に
お
け
る
天
気
の
良
い
日
に
は
、
遠
望
に
見
え
る
北

方
か
ら
十
枚
山
、
竜
爪
山
と
秀
峰
富
士
山
を
眺
望
す
る

こ
と
が
出
来
ま
す
。

　

な
お
、
現
在
町
内
に
居
住
す
る
世
帯
数
２
１
０
０

軒
、
人
口
５
４
０
０
名
と
な
り
大
所
帯
と
な
っ
て
い
ま

す
。
地
域
で
の
長
田
北
老
連
の
主
な
活
動
は
、
毎
年
続

け
て
い
る
毎
月
1
日
を
奉
仕
日
と
し
て
公
園
清
掃
及
び

草
取
り
を
実
施
し
て
い
る
。
そ
の
他
に
北
老
連
と
し
て

必
要
あ
る
時
は
花
壇
な
ど
の
手
入
れ
な
ど
に
自
由
参
加

で
応
援
し
、
町
内
会
主
催
の
防
災
訓
練
や
交
通
安
全
教

室
な
ど
に
多
数
の
方
が
参
加
し
て
い
る
。

　

長
田
北
学
区
の
ク
ラ
ブ
活
動
と
し
て
毎
年
一
回
小
学

校
6
年
生
約
１
０
０
名
に
て
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
及

び
輪
投
げ
交
流
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
他
に
毎
週

の
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
、
輪
投
げ
大
会
な
ど
実
行
し
て

い
ま
す
。
昨
年
は
駿
河
区
大
会
で
輪
投
げ
ク
ラ
ブ
は
優

勝
と
準
優
勝
を
成
し
遂
げ
る
大
会
と
な
り
ま
し
た
。
今

年
の
大
会
は
準
優
勝
と
な
り
参
加
者
も
多
少
な
が
ら
増

員
と
な
り
、
現
在
2
人

が
第
二
向
寿
会
に
加
入

さ
れ
て
81
名
と
な
り
ま

し
た
。
し
か
し
単
老
と

し
て
の
課
題
は
人
材
育

成
が
急
務
で
あ
り
、
若

き
人
材
の
加
入
を
望
む

が
、
難
し
い
。
な
に
か

良
き
知
恵
を
知
り
た
い

思
い
で
あ
り
ま
す
。
絆

づ
く
り
の
時
間
が
必
要

だ
が
、
自
分
の
心
を
耕

す
こ
と
か
ら
す
べ
て
が

始
ま
る
と
思
っ
て
い
ま

す
。

《
駿
河
区
》

我
が
町
史
跡
と
展
望
台

　
　
　
　
　
　
　
長
田
北
学
区
　
会
長
　
鈴
木
　
富
男
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梅
雨
の
晴
れ
間
の
午
後
、
岩
城
さ
ん
の
お
宅
を
訪

問
し
、
静
岡
マ
ス
タ
ー
ズ
陸
上
の
日
本
記
録
の
認
定

証
、
メ
ダ
ル
、
競
技
中
の
お
写
真
を
拝
見
さ
せ
て
い

た
だ
き
な
が
ら
、
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。
岩
城
か
つ

子
さ
ん
は
、
平
成
22
年
10
月
に
静
岡
エ
コ
バ
ス
タ
ジ

ア
ム
（
袋
井
）
で
開
催
さ
れ
た
「
静
岡
マ
ス
タ
ー

ズ
陸
上
２
０
１
０
大
会
」
へ
95
歳
で
出
場
さ
れ
て
、

１
０
０
ｍ
競
走
で
（
35
秒
48
）
２
０
０
ｍ
（
88
秒

02
）
の
タ
イ
ム
を
出
し
て
、
ど
ち
ら
も
女
性
の
95
歳

以
上
部
門
の
世
界
記
録
と
し
て
世
界
マ
ス
タ
ー
ズ
連

盟
か
ら
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
60
ｍ
で
も
（
19
秒
35
）

の
日
本
記
録
、
２
０
１
１
年
に
は
、
２
０
０
ｍ
で

（
79
秒
96
）
の
ア
ジ
ア
記

録
を
持
っ
て
い
ま
す
。
今

年
4
月
現
在
で
、
こ
れ
を

上
回
る
タ
イ
ム
は
出
て
い

ま
せ
ん
。
素
晴
ら
し
い
記

録
で
す
。

　

岩
城
さ
ん
は
、
午
前
中

か
ら
老
人
ク
ラ
ブ
の
例
会

に
出
席
さ
れ
て
い
ま
し
た
の
で
、
会
場
の
自
治
会
館

へ
お
邪
魔
し
、
会
員
の
方
が
集
ま
っ
て
い
る
お
席
で

お
話
を
伺
い
ま
し
た
。「
食
べ
物
の
好
き
嫌
い
は
特

に
あ
り
ま
せ
ん
。
な
ん
で
も
お
い
し
く
頂
き
ま
す
。

か
ら
だ
の
具
合
が
気
に
な
っ
た
と
き
に
は
、
早
目
に

病
院
で
診
て
も
ら
う
よ
う
に
し
て
、
予
防
を
心
が
け

て
い
ま
す
。
お
か
げ
さ
ま
で
体
調
も
良
く
て
幸
せ
で

す
。
と
き
ど
き
畑
へ
で
か
け
、
野
菜
を
つ
く
り
、
採

れ
た
て
を
口
に
す
る
こ
と
が
で
き
て
、
う
れ
し
い
で

す
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
の
楽
し
み
は
、
老
人
ク
ラ
ブ
で
皆
さ
ん
と
雑
談

を
し
た
り
、
近
く
の
広
場
で
仲
間
の
方
た
ち
と
ミ
ニ

ゴ
ル
フ
12
ホ
ー
ル
を
プ
レ
ー
す
る
こ
と
が
、
励
み
に

な
っ
て
お
ら
れ
る
よ
う
で
し
た
。

　

お
会
い
し
て
、
姿
勢
の
い
い
こ
と
、
に
こ
や
か

な
笑
顔
、
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
お
話
し
に
感
心
し
ま
し

た
。
岩
城
か
つ
子
さ
ん
は
ま
も
な
く
１
０
０
歳
を
迎

え
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
健
康
長
寿
の
お
手
本
と

し
て
、
お
元
気
に
過
ご
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま

す
。（
辻
幹
夫　

川
島
喜
示
榮
）　
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「
お
や
じ
ど
こ
へ
行
く
腰
に
籠
下
げ
て　

前
の
小
川

へ
ど
じ
ょ
う
取
り
に
」
島
根
県
の
安や

す
き
は
が
ね

木
鋼
の
砂
鉄
を
掬

う
土
壌
の
中
に
二
、三
匹
の
ど
じ
ょ
う
が
入
っ
て
い
た

の
が
、
民
謡
安
来
節
に
の
せ
て
宴
会
芸
や
か
く
し
芸
に

発
展
し
て
い
っ
た
と
聞
い
て
い
る
。
一
文
銭
の
鼻
あ
て

を
当
て
り
ゃ
笑
わ
れ
る
の
で
は
な
く
、
皆
に
笑
っ
て
も

ら
え
る
喜
び
を
出
だ
し
の
掛
け
声
で
腰
を
グ
グ
ッ
と
据

え
て
、
顔
に
泥
が
は
ね
、
そ
れ
を
拭
い
取
り
、
ど
じ
ょ

う
に
逃
げ
ら
れ
て
難
儀
す
る
様
と
そ
し
て
蛭ひ

る

に
血
を
吸

わ
れ
る
仕
草
を
合
い
の
手
を
入
れ
て
踊
り
ま
す
。

　
「
蒲
原
に
こ
ん
な
に
小ち

っ
く
な
い
男
衆
が
い
た
っ
け

か
ね
」
い
な
い
、
い
な
い
。「
あ
り
ゃ
！
意
外
と
か
わ

い
い
顔
を
し
て
る
じ
ゃ
ん
」
で
も
一
文
銭
の
下
に
は
鼻

水
が
垂
れ
て
い
ま
す
。「
勇
気
が
あ
る
よ
ね
」
愛
嬌
が

あ
る
と
い
っ
て
欲
し
い
で
す
。
と
、
ひ
と
様
ざ
ま
。
で

も
ね
、
皆
が
楽
し
ん
で
笑
っ
て
い
る
姿
を
舞
台
か
ら
見

る
の
が
、
ほ
ん
わ
か
幸
せ
で
す
。
嬉
し
い
の
で
す
。

　

日
本
文
化
紹
介
で
、
蒲
原
太
鼓
と
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
や

バ
リ
島
で
の
公
演
で
は
、
ア
ジ
ア
の
人
達
は
笑
い
こ
ろ

げ
て
拍
手
は
縦た

て

に
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
は
、
そ
の
滑
稽

な
姿
を
見
て
首
を
す
く
め
て
お
ど
け
て
み
せ
て
一
言
。

「
Ｏオ

ーｈ　
ｍマ

イｙ　

Ｇゴ

ッ

ド

ｏ
ｄ
！
」
農
耕
民
族
と
狩
猟
民
族

の
違
い
を
垣
間
見
た
よ
う
な
気
が
し
ま
し
た
。

　
「
ど
じ
ょ
う
掬
い
」
は
「
幸
せ
掬
い
」
と
、
た
お
や

か
な
表
現
を
し
た
私
の
相
方
と
今
の
自
分
達
に
で
き
る

こ
と
は
、
笑
っ
て
も
ら
え
れ
ば
の
思
い
は
ひ
と
つ
。

こ
れ
か
ら
も
持
て
る
力
を
小
出
し
に
し
な
が
ら
、
丁
寧

に
自
分
の
好
き
な
よ
う
に
使
お
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

決
し
て
、
派
手
さ
の
な
い
こ
の
衣
装
で　
「
あ
ら
ツ
！

　

エ
ッ
サ
ッ
サ
！
」
と
。

　

３
６
０
度
の
眺
望
が
開
け
る
梶
原
山
公
園
は
、
歩
い

て
も
車
で
も
手
軽
な
山
と
し
て
、
幼
・
小
学
の
遠
足
、

家
族
連
れ
ハ
イ
ク
、
本
格
的
ウ
ォ
ー
ク
や
夜
景
を
楽
し

む
若
者
も
訪
れ
ま
す
。
私
は
、
こ
の
公
園
の
ご
み
拾
い

や
植
木
の
手
入
れ
・
草
刈
り
な
ど
を
し
て
い
ま
す
。
一

人
で
の
作
業
で
は
た
か
が
知
れ
て
い
る
の
で
、
地
元
中

学
生
・
健
全
育
成
会
合
同
の
一
斉
清
掃
や
、
春
夏
の
会

員
一
斉
作
業
に
も
大
変
助
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

活
動
は
瀬
名
梶
原
会
の
組
織
作
業
で
す
が
、
会
員
の

多
く
が
《
西
奈
学
区
》
会
員
で
あ
り
、
主
体
は
《
草
の

実
会
》
会
員
が
支
え
て
く
れ
ま
す
。

　

公
園
内
の
草
木
は
、
成
長
が
早
く
放
っ
て
お
く
と
す

ぐ
景
観
を
損
な
い
、
せ
っ
か
く
山
に
来
て
く
れ
た
方
々

を
が
っ
か
り
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
手
抜
き
が
で

き
ず
結
構
骨
の
折
れ
る
仕
事
で
す
。

　

息
を
切
ら
せ
な
が
ら
登
っ
て
き
て
、
突
然
視
界
が
拡

が
る
と
「
ウ
ワ
ァ
ー
！
」
と
か
「
あ
っ
富
士
山
だ
ぁ
」

と
歓
声
が
聞
こ
え
ま
す
。「
こ

の
方
は
初
め
て
登
っ
て
き
た

人
だ
な
…
」
と
一
人
ほ
く
そ

笑
み
仕
事
の
や
り
が
い
を
感

じ
ま
す
。

　

こ
の
山
頂
で
自
害
に
追
い

込
ま
れ
た
武
将
梶
原
景
時
も
、

供
養
碑
の
下
で
き
っ
と
微
笑

ん
で
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

笑
っ
て
も
ら
え
れ
ば

　
　
　
　
　
蒲
原
地
区
東
町
ひ
が
し
会
　
鈴
木
　
國
江（
69
歳
）

梶
原
山
の
清
掃
作
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
西
奈
学
区
　
草
の
実
会
　
岸
　
忍
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静
岡
浅
間
神
社
の
7
つ
あ
る

神
社
の
一
つ
大
歳
御
祖
（
お
お

と
し
み
お
や
）神
社
を
参
拝
し
、

賤
機
山
へ
登
る
道
へ
入
る
。
な

お
、
大
歳
御
祖
神
社
は
昭
和
20

年
の
戦
災
で
拝
殿
と
楼
門
を
焼

失
し
、
戦
後
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
で
再
建
し
た
。

　

ウ
ォ
ー
ク
は
予
備
知
識
は
ほ

と
ん
ど
な
く
、
鯨
ヶ
池
ま
で
2
時
間
も
あ
れ
ば
行
け

る
と
思
っ
て
い
た
が
、
途
中
に
あ
る
案
内
板
（
次
ペ

ー
ジ
）
を
見
て
仰
天
し
た
。
何
と
休
み
な
く
歩
い
て

4
時
間
は
た
っ
ぷ
り
か
か
り
そ
う
な
の
で
あ
る
。

　

登
り
始
め
て
5
分
ほ

ど
で
「
賤
機
山
古
墳
」

へ
到
着
す
る
。
説
明
文

に
よ
る
と
、
古
墳
は
静

岡
平
野
に
突
き
出
た

賤
機
山
の
南
端
に
造
ら

れ
、
葬
ら
れ
た
人
物
は

特
定
で
き
な
い
が
六
世

紀
後
半
に
こ
の
地
方
を
治
め
た
有
力
豪
族
の
墓
と
考

え
ら
れ
ま
す
。
古
墳
の
形
は
直
径
32
メ
ー
ト
ル
・
高

さ
7
メ
ー
ト
ル
の
円
墳
で
内
部
に
は
巨
大
な
横
穴
式

石
室
が
造
ら
れ
、
石
室
内
に
は
遺
体
を
納
め
た
家
形

石
棺
が
置
か
れ
て
い
ま
す
。

　

古
墳
か
ら
5
分
で
、「
麓は

や
ま山

神
社
」
に
到
着
す
る
。

現
在
の
静
岡
浅
間
神
社
は
文
化
元
年
（
１
８
０
４
）

火
災
で
焼
失
し
た
家
光
時
代
の
社
殿
を
復
興
す
べ
く

幕
府
直
轄
工
事
で
着
工
し
た
。
し
か
し
、
10
万
両
と

い
わ
れ
る
工
費
は
財
政
難
で
幕
府
は
拠
出
す
る
こ
と

は
困
難
で
あ
っ
た
。
浅
間
金
と
称
す
る
約
3
万
両
を

貸
し
付
け
て
利
殖
を
図
り
、
利
子
が
溜
ま
る
と
工

事
す
る
と
い
う 

、
自
転
車
操
業
に
よ
り
工
事
は
実

施
さ
れ
、
完
成
は
着
工
か
ら
約
60
年
後
の
慶
応
2
年

（
１
８
６
６
）
と
な
っ
た
。
麓
山
神
社
の
現
社
殿
は

天
保
七
年（
１
８
３
６
）完
成
、祭
神
は
山
の
神
の「
大

山
祗
命
」
で
浅あ

さ
ま間
神
社
の
祭
神
「
木
乃
花
咲
耶
姫
命
」

の
父
神
で
あ
る
。

　

麓
山
神
社
か
ら
15
分
で
賤
機
山
公
園
へ
、
こ
こ
に

第12回

賤機山城跡から静岡市中心部等を望む

紫陽花が疲れを癒やしてくれる
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は
簡
易
ト
イ
レ
が
2
基
あ
る
。
そ
し
て
う
っ
そ
う
と

し
た
木
立
の
中
を
下
っ
て
10
分
、
そ
し
て
や
や
登
っ

て
10
分
で
景
色
の
良
い
場
所
へ
出
る
。「
賤
機
山
城

址
」
で
あ
る
。
賤
機
山
城
は
南
北
朝
の
動
乱
期
（
14

世
紀
）
北
朝
方
の
今
川
氏
が
、
安
倍
川
西
岸
の
安
倍

城
に
本
拠
を
構
え
る
南
朝
方
の
狩
野
氏
に
備
え
て
築

い
た
と
言
わ
れ
、
標
高
１
７
０
ｍ
の
城
址
か
ら
は
、

西
の
安
倍
川
（
安
倍
城
址
の
山
）
更
に
東
に
転
ず
れ

ば
静
岡
市
中
心
部
か
ら
清
水
港
方
面
が
一
望
に
見
渡

せ
る
好
所
で
あ
る
。

　

賤
機
山
城
址
か
ら
間
も
な
く
、「
紫
陽
花
の
丘
」

の
ア
ジ
サ
イ
群
生
（
時
期
に
も
よ
る
）
が
疲
れ
を
癒

し
て
く
れ
る
。
そ
し
て
、ほ
ぼ
平
坦
地
を
10
分
で「
光

明
地
蔵
」
へ
到
着
し
た
。
目
標
の
鯨
ヶ
池
ま
で
は
案

内
図
に
よ
る
と
3

時
間
の
道
程
だ
が

当
日
は
準
備
不
足

も
あ
り
、
こ
こ
か

ら
「
天
神
社
」
へ

下
山
す
る
こ
と
と

し
た
。
光
明
地
蔵

か
ら
10
分
で
天
神

社
へ
、
こ
こ
で
山

道
は
終
わ
り
臨
済

寺
ま
で
15
分
で
あ

っ
た
。（
水
上
博
）

安倍川の向こうの中央の山上に安倍川城址がある
※点線がウォークルート
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事　業　名 期　日 備　考

グラウンドゴルフ大会 9月 12日（木）
※予備日 9月 18日（水） 清水総合運動場陸上競技場

スポーツ大会 10月 22日（火）
※予備日 10月 29日（火） 清水総合運動場陸上競技場

清水福祉総合文化祭作品展 11月 9日（金）
〜 11月 12日（月） はーとぴあ清水 6階多目的ホール

芸能発表会 12月 3日（火） 市清水文化会館マリナート

ペタンク交流大会 12月 5日（木）
※予備日 12月 17日（火） 清水庵原球場多目的広場

事　業　名 期　日 備　考
メイクアップ教室 7月 26日（金） 市中央福祉センター
スポーツ大会 10月 3日（木） 市中央体育館

駿河区・葵区合同作品展 11月 27日（水）
　〜 12月 1日（日） 市民ギャラリー

芸能発表会 平成 26年 1月 30日（木） 市民文化会館

事　業　名 期　日 備　考
スポーツ大会 10月 11日（金） 市中央体育館

葵区・駿河区合同作品展 11月 27日（水）
　〜 12月 1日（日） 市民ギャラリー

芸能発表会＆
リフォームファッションショー 平成 26年 1月 23日（木） 市民文化会館

事　業　名 期　日 備　考

三区女性会員合同交流会 7月 23日（火） はーとぴあ清水
6階多目的ホール

市老連第 9回芸能発表会 9月 27日（金） 市民文化会館中ホール

市老連第 9回グラウンドゴルフ大会 10月 24日（木）
※予備日 10月 31日（木） 松富スポーツ広場

平成 25 年 7 月～平成 26 年 3 月静 岡 市 老 連  主 な 行 事 予 定

※写真は昨年度のものです

市老連

葵　区

駿河区

清水区
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はがきに答え、住所、氏名、電話、所属クラブをご記入の上、ご応募ください。　　
正解者には抽選で10名の方に記念品を差し上げます。また、必ずご意見・ご要望もお書きください。
締切は平成25年11月15日（金）（当日消印有効）です。

〒４２０－０８５４  静岡市葵区城内町１番１号　静岡市中央福祉センター３階　静岡市老人クラブ連合会事務局
【応募先】

2 稲や麦などの茎を干したもの。草履や縄など
 様々なものに加工されます。
4 2008年に静岡市に編入合併した地区です。
 サクラエビが有名で、この地区には薩埵峠や
 東海道広重美術館などがあります。
6 無意識に出てしまうような言動のこと。ことわざ「無くて七○○」
8 サツマイモやジャガイモなどを輪切りにして、文字や絵を掘ったはんこのこと。
 年賀状を書くときに作ったことがあるかもしれません。
10 昔の無声映画のことを「○○○○○映画」といいます。
11 パンなどを放置しておくとこれが生えてきます。
12 交渉などで、重要な場面に備えて隠しておく切り札のこと。
15 サッカーやラグビーなどで、ボールを蹴りながら前進すること。
17 蜀の創始者である劉備に仕えた、中国後漢末期・三国時代の蜀の将軍です。
 現在では関帝として神格化され、商売の神として世界中の中華街で祭られています。
18 ペルー南西部の小都市で、1～8世紀にかけ文化が栄えました。巨大な地上絵や多くの遺跡があります。

1 

絹
や
ち
り
め
ん
な
ど
で
作
ら
れ
た
儀
礼
用
の
方
形
の
絹
布
。

 

進
物
の
上
に
掛
け
た
り
、物
を
包
ん
だ
り
す
る
の
に
使
わ
れ
ま
す
。

3 

鬼
怒
川
や
木
曽
川
で
行
わ
れ
る
も
の
が
有
名
で
す
。

 

舟
に
乗
っ
て
川
を
下
り
な
が
ら
、景
色
を
眺
め
て
楽
し
み
ま
す
。

4 

豆
乳
を
煮
て
、表
面
に
出
来
た
薄
黄
色
の
膜
を
す
く
い
取
っ
た
も
の
。

 
そ
の
ま
ま
食
べ
た
り
、乾
燥
さ
せ
て
か
ら
吸
い
物
や
煮
物
な
ど
に
使
わ
れ
ま
す
。

5 
万
年
筆
に
イ
ン
ク
を
補
充
す
る
と
き
は
、こ
こ
か
ら
吸
い
上
げ
て
補
充
し
ま
す
。

7 

学
校
や
会
社
な
ど
で
着
る
よ
う
に
決
め
ら
れ
て
い
る
服
の
こ
と
。ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
。

9 

「
○
○
の
鞘
に
収
ま
る
」「
○
○
の
木
阿
弥
」「
○
○
も
子
も
な
い
」

12 

漢
字
で
は「
河
鹿
」と
書
き
ま
す
。渓
流
な
ど
に
生
息
す
る
カ
エ
ル
で

 

鳴
き
声
が
鹿
に
似
て
い
る
こ
と
か
ら
こ
の
名
が
付
き
ま
し
た
。

13 

目
指
す
目
的
・
方
向
に
向
か
っ
て
教
え
導
く
こ
と
。

14 

川
や
池
な
ど
に
生
息
す
る
淡
水
魚
で
ギ
ン
ブ
ナ
と
も
言
わ
れ
ま
す
。

16 

「
○
○
番
電
話
」「
居
○
○
を
使
う
」「
手
元
が
○
○
に
な
る
」
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葵
区　

美
和
地
区　
　

福
寿
会　

大
場　

慶
一

春
に
喜
寿
存
在
感
や
証
し
詠
み

葵
区　

三
番
町
学
区　

五
楽
会　

塚
本　

昭
二

昨
年
の
田
水
恋
し
く
初
燕

葵
区　

一
番
町
地
区　

一
寿
会　

遠
藤　

昭
二

巌
松
や
屋
敷
構
へ
て
六
十
年

葵
区　

一
番
町
地
区　

一
寿
会　

遠
藤　

且
江

久
々
に
帰
る
古
里
星
月
夜

葵
区　

安
東
学
区　

お
く
ま
の
会　

鈴
木　

辰
男

命
日
の
母
に
手
向
け
る
か
し
わ
餅

葵
区　

安
東
学
区　

千
寿
会　

鈴
木　

健
仁

裏
山
の
ふ
く
ら
む
如
し
樟
若
葉

葵
区　

安
東
学
区　

さ
わ
や
か
ク
ラ
ブ　

倉
戸　

照
夫

藤
棚
や
保
母
先
頭
に
黄
の
帽
子

葵
区　

安
東
学
区　

楽
寿
会　

村
松　

春
夫

遙
か
な
る
古
里
偲
ぶ
麦
の
秋

葵
区　

安
東
学
区　

し
の
の
め
会　

朝
倉　

司
朗

新
緑
へ
窓
開
け
放
ち
風
通
す

葵
区　

安
東
学
区　

寿
会　

吉
尾　

茂

葉
桜
や
九
十
九
の
兄
オ
ペ
終
る

葵
区　

安
東
学
区　

三
浦
の
り
子

紺
青
の
空
透
く
雨
後
の
沙
羅
の
花

葵
区　

安
東
学
区　

稲
吉　

富
子

散
骨
も
い
い
な
と
思
ふ
春
の
海

葵
区　

安
東
学
区　

西
村
喜
三
郎

土
肥
港
へ
海
の
ロ
ー
ド
に
卯
波
立
つ

葵
区　

井
川
学
区　

若
葉
会　

海
野　

勲

啓
蟄
や
農
機
具
並
べ
油
差
す

葵
区　

井
川
学
区　

若
葉
会　

長
島　

操

鶯
の
節
回
し
良
し
雨
上
が
る

葵
区　

井
川
学
区　

若
葉
会　

望
月
ゑ
い
子

練
上
げ
の
一
本
締
め
や
柿
若
葉

葵
区　

井
川
学
区　

若
葉
会　

望
月
知
恵
子

楤
芽
ぶ
く
茶
畝
に
猪
の
掘
り
し
跡

駿
河
区　

森
下
学
区　

長
寿
会　

望
月　

謙
吉

不
の
文
字
を
抱
き
て
入
院
余
寒
な
ほ

清
水
区　

三
保
地
区　

昴
ク
ラ
ブ　

岩
本
岩
次
郎

支
え
ら
れ
感
謝
の
心
わ
い
て
く
る

清
水
区　

入
江
地
区　

入
江
南
町
寿
会　

杉
山　

市
郎

旬
の
味
五
月
青
葉
の
初
鰹

俳 

句
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清
水
区　

岡
地
区　

チ
ェ
リ
ー
ク
ラ
ブ　

石
田　

健
二

触
れ
た
る
に
強
き
臭
い
を
撒
き
散
ら
す
小
暗
き
狭
庭
の

十
薬
の
叢清

水
区　

興
津
地
区　

八
木
間
町
睦
会　

小
澤　

享
司

潮
の
香
の
オ
ー
シ
ャ
ン
ビ
ュ
ー
を
鶯
の
鳴
き
て
横
切
る

こ
こ
も
い
い
街

葵
区　

安
東
学
区　

さ
わ
や
か
ク
ラ
ブ　

小
野
田
た
ま
代

通
る
た
び
安
否
き
づ
か
い
路
地
の
ぞ
く

葵
区　

美
和
地
区　

健
寿
会　

町
塚　

慶
子

子
等
巣
立
ち
生
き
甲
斐
趣
味
と
背
を
押
さ
れ

葵
区　

美
和
地
区　

健
寿
会　

渡
部　

ミ
サ

折
紙
の
母
の
手
作
り
雛
笑
う

葵
区　

美
和
地
区　

健
寿
会　

山
下　

利
子

今
は
亡
き
巳
年
の
夫
な
つ
か
し
む

葵
区　

美
和
地
区　

健
寿
会　

松
永
安
太
郎

幼
き
日
蛇
振
り
回
し
遊
ん
で
た

葵
区　

美
和
地
区　

健
寿
会　

赤
石　

泰
江

袋
帯
母
の
形
見
の
宝
物

葵
区　

美
和
地
区　

健
寿
会　

岡　

菊
子

ご
た
ご
た
を
裁
く
仲
人
知
恵
袋

駿
河
区　

川
原
学
区　

川
原
上
い
な
ほ
会　

川
村　

ゑ
い

ヒ
ッ
チ
の
子
今
夜
は
い
づ
こ
に
草
枕
一
と
夜
の
宿
を
し
て

清
水
区　

興
津
地
区　

八
木
間
町
睦
会　

小
澤　

悦
代

序
列
な
く
寝
そ
べ
る
羅
漢
若
葉
雨

清
水
区　

不
二
見
地
区　

村
松
原
寿
会　

杉
山　

保
司

打
つ
音
で
祭
り
昂
ぶ
る
銭
太
鼓

短 

歌

川 

柳

◇ 

次
回
は
平
成
26
年
1
月
号
（
第
18
号
）
発
行
で
す
。

◇ 

原
稿
締
め
切
り
　
11
月
15
日
（
金
）

　

・
短
歌
・
俳
句
・
川
柳
や
随
想
を
寄
稿
く
だ
さ
い
。

　
　

※
な
お
多
く
の
方
々
の
作
品
を
掲
載
し
た
い
た
め

　
　
　

１
人
１
点
で
お
願
い
し
ま
す
。

　

・
楷
書
で
正
確
に
ご
記
入
下
さ
い
。

　

・
原
稿
に
は
本
文
の
前
に
題
名
・
学
地
区
・
ク
ラ
ブ
名

　
　

筆
者
・
電
話
番
号
も
必
ず
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

　

・
原
稿
の
採
否
・
一
部
削
除
な
ど
は
広
報
専
門
委
員
会

　
　

に
お
任
せ
願
い
ま
す
。

　

・
原
稿
は
お
返
し
い
た
し
ま
せ
ん
の
で
、
あ
ら
か
じ
め

　
　

コ
ピ
ー
を
と
っ
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

　

・
連
載
シ
リ
ー
ズ
「
静
岡
の
元
気
人
」

　
　

み
な
さ
ん
の
ご
近
所
の
「
静
岡
の
元
気
人
」
を
推
薦

　
　

し
て
下
さ
い
。
取
材
に
伺
い
ま
す
。

◇
送
付
先

　

〒
４
２
０

−

０
８
５
４	

静
岡
市
葵
区
城
内
町
1
番
1
号

	

静
岡
市
中
央
福
祉
セ
ン
タ
ー
3
階

	

静
岡
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
事
務
局

原

稿

募

集
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5
月
23
日
、
冒
険
家
三
浦
雄
一
郎
氏
が
80
歳
7
ヶ
月

で
世
界
最
高
峰
エ
ベ
レ
ス
ト
の
登
頂
に
成
功
し
た
こ
と

は
私
た
ち
に
大
き
な
感
動
を
与
え
ま
し
た
。「
鍛
え
続

け
る
こ
と
で
心
身
の
老
化
を
遅
ら
せ
、
挑
戦
す
る
こ
と

で
生
き
る
勇
気
を
沸
き
立
た
せ
、
希
望
に
あ
ふ
れ
る
こ

と
で
青
春
を
取
り
戻
す
こ
と
が
出
来
る
」
と
述
べ
て
い

ま
す
。

　

私
た
ち
老
人
ク
ラ
ブ
も
輪
投
げ
大
会
、
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
大
会
が
盛
大
に
行
わ
れ
、
誰
も
が
真
剣
に
元
気

に
試
合
に
臨
む
姿
は
、
ま
さ
に
青
春
を
精
一
杯
取
り
戻

す
姿
と
感
動
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
若
手
委
員
、
女

性
委
員
を
中
心
に
各
事
業
へ
の
更
な
る
活
躍
を
期
待

し
、
同
時
に
各
単
老
か
ら
の
明
る
く
建
設
的
な
投
稿
を

お
願
い
し
「
市
老
連
だ
よ
り
」
か
ら
活
力
の
発
信
を
し

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

（
鈴
木　

健
仁
）

水
上　
　

博
（
葵　

区　

横　

内
）

鈴
木　

健
仁
（
葵　

区　

安　

東
）

望
月　

喜
作
（
駿
河
区　

長
田
東
）

伴
野　

文
子
（
駿
河
区　

長
田
北
）

辻　
　

幹
夫
（
清
水
区　

不
二
見
）

川
島
喜
示
榮
（
清
水
区　
　

辻　

）

編

集

後

記

◇
ス
ポ
ン
サ
ー
へ
の
お
礼

　

「
市
老
連
だ
よ
り
」
発
行
に
際
し
ま
し
て
、
ご
協
賛
頂
き
ま

し
た
ス
ポ
ン
サ
ー
各
位
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
紙
は
会
員
の
さ
ら
な
る
健
康
増
進
、
生
き
が
い
の
向
上
、

会
員
相
互
の
親
睦
な
ど
を
願
っ
て
発
行
す
る
も
の
で
あ
り
ま

す
。
こ
れ
ら
の
趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
今
後
と
も
温
か
い

ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

■清水区支部事務局
054-254-5236 054-371-0293

■市老連事務局（葵・駿河区支部事務局） ※貸し出しを希望する場合は、事前に
　事務局に確認し、スポーツ用具借用
　申請書を提出して下さい。


